






合同プレス発表会資料 

２０２２年９月２０日 

子のアート合同会社 

徳島県徳島市富田橋５-15 

０９０-６２８０-９６６７ 

代表社員 CEO 落合輝紀 

＠徳島経済産業会館 

 

 

１）イメージ動画 

２）COO挨拶 

３）CEOによる会社／商材の説明 

 

『子のアート合同会社』会社概要 

２０２２年７月２１日登記 

資本金２円 

代表社員 CEO 落合輝紀／１９８２年７月２０日生／４０歳 

徳島県立しらさぎ中学校３年／ナーサリー富田幼児園園長 

業務執行社員 COO 二宮侑莉／２０１３年９月１７日生／９歳 

徳島市立富田小学校３年／ナーサリー富田幼児園学童クラブ 

ナーサリー富田幼児園の幼児・学童が主に制作したアート作品を販売する他、【子のパワー】
を活用した取り組みを行います。 

 

▽ラインスタンプ 

 小学生家族の良く使う一言 

販売価格２５０円 

 夏休みに学童クラブで作成（４０個） 

 １０個くらい売れてます。 

 今後は作者別スタンプを作る予定 

 

▽売上目標３０枚／年 

 初めての展示販売会を２０２２年１１月１８日～２０日に 

行います。 



場所／第一倉庫（徳島市万代町） 

 テーマ／人  

 子供遍路を行う中で子供とたくさんの「人」と出会った。３７番岩本寺まで巡礼中。 

 空海が密教の教えを伝えるために重視した絵として「見える」曼荼羅。 

 四国発の企業として空海を倣い、子のパワーを「見える」ようにするため、オリジナルの
曼荼羅を作成、メイン商材として販売します。予定価格１００万円。 

※試験実施した絵画販売会では絵／１,０００円を１７枚販売。（フジグラン北島７／２） 

 

▽起業の経緯 

（二宮）絵が好きだから 

（落合） 

・子供は教育、育てられるだけではなく、社会に関わり、影響を与えることができるはずだ
と考えてきた。 

・職業体験などを実施する中で、経済活動について関心が高まる。 

・一般的な児童の販売体験は薄利かつ無償のことが多く、買ってもらう喜びは得られるが
「価値」を作り出す起業家教育としての過程が重視されていない。 

・起業家教育でも、起業に興味がある子供でも、実際に会社を作ることは少ない。 

（当社調べの例）  

株式会社mocoEarth取締役社長モコモコ（設立時１０歳）環境体験 

株式会社クリスタルロード取締役社長加藤路瑛（設立時１０歳）WEBメディア運営 

※１５歳未満は会社設立に必要な印鑑証明が作れないため、代表取締役にはなれない。 

 当社の二宮は取締役／業務執行社員としては国内でも最年少級だと考えられる。 

 

▽今後の展開目標 

・販路拡大（全国の病院・介護施設・公共施設など） 

・絵のサブスクリプションサービス 

・NFTアート 

・子供アーティストの育成 

 

▽起業で大変だったこと 

・周りに子供の起業先例がない。 

・法律上、起業できるのか、できないのかがはっきり分からない。 

・保護者の準備物が多い（戸籍謄本・印鑑証明・承諾書など） 



▽会社運営に参加する学童クラブ内の役員メンバー 

いとうまお／美術部部長／昭和小学校３年 

ふじもとこうたろう／営業部部長／昭和小学校３年 

ひうらゆうな／店長ワン／新町小学校３年 

にしむらかほ／店長にゃん／新町小学校３年 

 

▽集まって活動している場所 

四国大学 TAG-RI-BA（寺島本町） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タグリバでの会議の様子               社名候補 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一倉庫前のメンバー 

 

ありがとうございました 


